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T03a HSC-SSP領域内の可視光で選択された衝突銀河団のX線フォローアップ計画
(2)
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銀河団は複数の銀河群が衝突，合体を繰り返して形成されてきたと考えられており，衝突の際生じるエネルギー
は銀河団ガスに衝撃波や乱流を引き起こし，銀河団の力学進化に大きな影響を及ぼす．そのため，銀河団の進化
過程を観測的に明らかにする上では，様々な衝突段階の銀河団をX線で観測することが重要であるが，これまで
の X線観測は X線輝度の高くなる衝突の中期のサンプルに集中していた．一方で，メンバー銀河の密度ピーク
から選択した衝突銀河団のサンプルは，衝突段階によるバイアスを受けない (Okabe et al, 2019, PASJ, 71,79)．
CAMIRA W535はこの手法をすばる望遠鏡HSC-SSPの可視光データに用いて発見された z ∼ 0.2の衝突銀河団
であり，∼700 kpc離れた位置に同等のメンバー銀河数を持つ 2つの銀河群で構成される．このような比較的離れ
た位置に銀河群が存在する衝突銀河団のX線での観測例は乏しい．我々はこの天体に対し初めてXMM–Newton
衛星のX線データを用いたイメージ・スペクトル解析を行い，銀河団中心から∼ 700 kpc北西に表面輝度の不連
続が存在し，内側 ∼ 1.5 keV, 外側 ∼ 3 keVの温度不連続が生じていることが明らかとなった．本講演ではこの
衝突銀河団の詳細解析の結果について報告する．


